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	参加目的：
会議において、我々の研究成果「ESRを用いた二本足スピン梯子反強磁性体の不純物効果」を発表し、会議参加者と活発な議論を行い更なる研究の進展を目指す。また、低温技術や凝縮系物理学の最先端の情報を得て、今後の研究の糧とする。

	会議の状況：
今年は、Kamerlingh Onnesのヘリウム液化の成功から100年目である。Onnesの活躍したオランダにおいて、低温物理学の最大の国際会議であるLT25が行われた。会議には1400人以上の参加者が集まり、低温技術や低温物理に関する発表・議論が活発に行われた。

	成果概要：我々は、X-band ESR測定を用いてS=1/2有機反強磁性スピン梯子の不純物効果を調べた。低温で多数のサテライトピークが観測されたが、これら由来は「不純物ドープ由来の孤立スピン同士が実効的に結合した強磁性ダイマー(effective ferromagnetic dimer)」であると明らかにした。この結果に関して、ポスター発表を行い多くの研究者と議論を行った。特にDresden High Magnetic Field LaboratoryのZvyagin氏やSPring8のSakai氏との議論により、濃度依存性や高周波実験により得られる知見の重要性などを指摘していただき、本研究の位置付けや今後の研究の方向性が発表前より明確になった。
今回は、低次元系や量子磁性体に関する最新のまとまった情報を知る貴重な機会を得ることができた。特に、M. Yamashitaらの熱伝導によるスピン液体状態の知見や、G. Appliらの中性子散乱を用いたS=1一次元反強磁性体に関する新規な描像に関する議論は、自身の研究対象との関連性を強く感じたいへん興味深かった。また、LeidenのMuseum Boerhaaveを訪問し、世界初のヘリウム液化装置の一部を見ることができたことも得がたい体験の一つだった。
総じて会議への参加目的を十分に果たすことができた。更なる研究の飛躍を目指したい。


